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んと困らない状況にあり,防寒効果についての自信がう
かがわれた。一戸地区では,豚舎構造の差もあり飼料調理

へ影響している豚舎もみられた。しかし,No 6号舎の
ように建設費の安い簡易な豚舎でも,防寒対策の巧Flllに
よっては,管理面での効果をあげている豚舎もみられ,

両地区を通じて外壁にたいして防寒する割合が70%以上
の豚合では,飼料調理や水の凍結などへの影響が少ない

傾向がうかがわれた。

4む  す  び

調査結果を要約すると,簡易な豚舎の防寒対策 とし

て,飼料の空袋であばりをして寒風を防ぐことや, ビニ

ールゃゎらを主材料とした簡単な方法でも達成できると

考えられるが,なおFnH題点を整理すれば, 1)ll下外壁

など防寒効果のあがる簡易豚舎構造の最低の条件とは。

2)ビニールによる防寒と換気との関係による.舎内外
の環境の変化と,適正頭数のもとでの豚の発育との関係
について。 3)飼育規模に対応する豚舎の建設費,施設

費の限界。などの問題点があげられ,今後,これらの間

題について実験的に検討されなけれまならないと考えら

れる。

福島県における実用採卵鶏作出のための

ロー ド種の利用について

武 藤 顕 夫・ 斎 藤 春 郎

(福島県養鶏詢

1 福島県における●― トホーンの普及

農林統計によれば,本県においても外国鶏が増加して
きており,全国各地と同じ傾向にある。しかし統計をよ
くみると一つの特異な現象があることに気がつく。それ

は一代雑種ロードホーンの飼育数がかなり多いことであ

る。従来一代雑種といえばロックホーンが主なものであ

ったが,東北各県では数年前からロックホーンが減少
し, ロードホーンが急速に増加する傾向をみせている。

昭和42年度の初生ひなの発生割合は第 1表のように,
本県ではロードホーンが約14%を 占めている (春期では

約18%)。

このように一代it種が一つの組合せのものだけで,高

い割合を占める例は従来みられなかった現象で,特に外

国鶏攻勢のなかで, ロードホ¨ンがこれだけ占めるとい

うことは,その,性能が相当優れていることを示すものと

考えられる。使われるロードはほとんど農林省ふ昭和28

年アメリカから輸入したパーメンタ系ロードのうち,1日

農林省奥羽種畜牧場青森支場が,改良を進めた系統であ

る。特徴として①強健で生存率が高く,白血病に強い。

②耐寒性があり厳寒期の産llF低下が少ない。③羽性は速

羽性で早熟。④性質が温順で飼育が容易。特に耐寒性と

強健l■は著しく,農業養鶏家に喜ばれ飼育されている。

2 当場におけるロー トホーンの成績

当場のロードは全て青森支場系ロードで,その成績は

優れているが,兼用種の特性として飼料要求率が自レグ

より高い欠点があるので,この点の改善を図るとともに
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(種鶏用ひなは含まない)  農林省統計調査部調
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第 表 当場における●―ドホーンの成績
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57 7
59 9

120 5
■53
108 9

418
37 8
37 3

注 1
2

3.

H28,B,は 当場自レグ, Pは当場ロード (青春支場系)
検定期間は餌付後 500日間

各項目の算出方法

a 餌付羽数に対する生存率 :(500日 令羽数/餌付時羽数)X100
b 50%産卵日令 :群の産卵が50%に達した日
c 10カ月令卵重 :299～ 301日 令の 3日 間の平均卵重

d 平均産卵個数 : 151～ 500日 の総産卵個数/151日 令羽数
e 産卵率 :(151～ 500日 の総生産個数/151～ 500日の延生存羽数)X100
f 飼料要求率 : 151～ 500日間の総飼料消費量/151～ 500日間の総生産卵量
g l日 1羽当り:(飼料消費量,生産卵量)151～ 500日間の総飼l‐l消費量または 151～ 500日 間の総生

産卵量/151～ 500日の延生存羽数

h 粗収益 :算出基礎は農村物価賃金の過去 3カ年の平均を用い収入は鶏卵代,廃鶏代,支出は飼料代,

ひな代だけを考えその収支差額を粗収益とした。

ロードの特性を十分利用するため,まず白レグとロード

の一代雑種を作 り昭和39年度よりその性能調査を開始

した。以後3カ年にわたっての調査成績を検討したとこ

ろ,いずれの場合も安定した良い成績を示したので,こ

の成績を報告し参考に供したい。

1 昭和40年度

(1)生存率は各組合せとも良く,対照区より良い。

(0 50%産卵日令は 174～ 178日で,若千遅い。

③ 卵重は対照区より小さいが,57～ 60′で適当な大

きさである。

141 平均産卵個数は対照の 2311個にたいしそれそれ

223個 ,163個 , 1羽当りの率卵が多く,産卵率も

かなり高い。

159 飼料要求率は対照とH23X P区とは良く,BXP
は 30以上でやや高い。

③ 粗収益は対照の 651円に対し,それぞれ 220円 ,
192円多かった。

2.昭和41年度

(1)生存率は各区とも良い成績である。

② 50%産卵日令は,H23X Pが 153日 と最も早く他

は 170日 , 172日 となった。

③ 卵重は対照区の599′ にたいし他は小さい。

0 平均産卵個数は 2595個のH23× P区にたいし,
P× H23が 2252個,対照区 2133個とかなりの差

がある。

51 飼料要求率は対照の292にたいしH28× Pは295

で大差なく, P X H23は 305でやや高い。

③ 粗収益はH23X Pが 738円で対照との間に 200円

の大差があり,またP X H23は 対照との間に,わず

か 2円の差があるのみである。

3 経済能力検定に出品されたロー ドホーンの成績

当場では40年度より県内販売のひなの経済能力検定を

実施しているが,その出品の中に自レグ, ロード共に当

場系統の組合せが出品されているので,その成績を検討

した。

今年度より農林省自河種畜牧場の指導により,東日本    1 40年 度鶏
有名外国鶏 3点を含む18点の出品中,産卵個数,産卵各県施設が協定して各種の組合せ検定を行なうことにな

り,本県も白レグH28系 と青森支場系ロードの正,逆の  率,総産l ll個数,総産卵重量.収入額で第 1位
であっ

た。しかし支出が多いので粗収益では第 2位であった。交配試験を実施した。
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第 表  経済能力検定に出品されたロードホーンおよび場外におけるロードホーンの成績
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場
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ク 77 4 56 8 223 8 70 1 3 10 122 1 39 4 //

″ 700 610 238 2 781 2 62 1231 47 0

2 41年度鶏

各項目とも前年度より若千下回ったが,外国鶏 7群を

含む18点の出品中,平均産卵数で第 2位を占め収入額も

第 2位であったが,支出が多いので粗収益は第 6位とな
った。

4 場外におけるロー トホーンの成績

現地の養鶏場においてどのような成績をあげうるか確

認するため 3件の調査を実施した。

この成績をみると特徴として餌付羽数にたいする生存

率が877,774,700%と前述の成績よりかな り低い
が,これは採卵養鶏の立場から無淘汰でなく産卵の低下

したものを廃鶏として淘汰を強く行なったためである。

このことにより矢部氏の調査では産卵率781%,飼料要
求率262, 1日 1羽当り生産卵量470′ と非常によいの

は厳重な淘汰を行なっていることからくる成績と考えら

れる。

5 考察および要約

以上の成績を総合してロードを利用した一代雑種につ

いて検討すると次のようになる。

1 強健性については育成率,生存率 ともかな り高
い。従来一代雑種に多いといわれた自lll病 もあまりみら

れない。

2 50%産卵日令も白レグと兼用種との一代灘種とし
ては早く 160～ 170日令で50%産 911に達している。

3 産弾性能は,平均産卵数で 230～ 260個,産卵率

では70%以上で,対照の某外国鶏よりすべての点におい

てよい。ただし逆交配は正交配より若千下回る傾向があ

る。

4 卵重は55～60′の範囲で外国鶏に比べ小さいが,
小卵というほとでなく消費者には適当な大きさであると

考えられる。

5 飼お1要求率は自レグx兼用種の場合高くなるのが
欠点であるが,こ の場合には, 30前後で一代雑種とし
ては良い成績を示した。 1日 1羽当り飼料消費量は, 1
23′前後で対照の来外国鶏よりかなり多いが,要求率が
割合高くならないのは,生存率と産卵率が高いことによ
ると考えられる。

6 要約すると白レグ×ロードの一代雑種は,飼料を
多く消費するが,産卵性 :強健性に優れているので,
経済性についても一流外国鶏と肩をならべるものとみと

められる。またひな代が安いため有利な点があり,実用
採卵鶏として十分利用できるものと考えられる。特に農

業養鶏には,最も適するものとして推奨できる鶏種とい
えよう。

なお飼料要求率を改善しさらに能力を向上させるため

に, コードを利用した 3元系種を42年度に, 4元系種を
43年度に作り,性能を調査中であり今後の成果が期待で

きるものと考える。
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